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第 1 章

HD 革命 /Copie
の使用開始にあたって
（動作環境・インストール・注意事項 / 制限事項）

　ここでは、HD 革命 /Copie の動作環境、イ
ンストール方法、HD 革命 /Copie をご利用い
ただくにあたってあらかじめお読みいただきた
い注意事項や制限事項について説明しています。



Copie  1 - 2

インストールして使用する場合

ご利用いただける動作環境（システム要件）
　HD 革命 /Copie（コピエ）をご利用いただくためには、次のコンピューターハードウェアおよ
びオペレーティングシステムが必要です。

オペレーティング
システム

（いずれも日本語版）

Windows 11（バージョン 23H2）64bit 版
Windows 10（バージョン 22H2）32bit/64bit 版
※Arm 版 Windows 11/10 には対応していません。
※アドミニストレータ権限（管理者権限）が必要です。
※2024 年 3 月 1 日現在の対応 OS となります。Windows の大型アップデートについ

ての最新情報は、Web サイトでご確認ください。
※マイクロソフト社がサポートを終了したオペレーティングシステムは、製品のサポー

トも終了とさせていただきます。

コンピューター 上記のオペレーティングシステムが稼働するコンピューター
※PC/AT 互換機のみ、Macintosh（Mac）には対応していません。

メモリー
Windows 11/10 64bit 版：4GB 以上（8GB 以上を推奨）
Windows 10 32bit 版：2GB 以上

CD ドライブ CD を読み込めるドライブ

ハードディスク・SSD 100MB 以上の空き領域が必要
※このほかにファイル、フォルダーをコピーするための空き容量が必要。

モニター 画面解像度が 1280 × 1024 以上のモニター

その他
インターネット接続環境
※アップデータのダウンロードで使用します。その他、ユーザー登録を Web 上で行う際

に必要となります。
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HD 革命 /Copie のインストール
　インストールは、以下の手順で行います。旧バージョンの HD 革命 /Copie がインストールさ
れている場合は、アンインストールしてからインストールを始めてください。

　シリアル番号は、半角英字の大文字と半角数
字で入力してください。ハイフン（－）も必要です。

（例）ABCD - E12 - FGH345JK67
　受け付けられないときは、全角文字や小文字
になっていないかどうかを確認してください。

　HD 革命 /Copie の「インストール開始」を
クリックします。

　インストールに関する設定を行います。「デ
スクトップにショートカットを作成する」を選
択すると、インストール後、デスクトップに

「Ark ランチャー」のアイコンが作成されます。

　インストール後は、コンピューターを再起動
します。

　シリアル番号を入力します。

インストール開始1

シリアル番号の入力2

その他の設定3

再起動4

❶クリック

❷シリアル番号を入力 ❸クリック

Arkランチャーについて

Ark ランチャーからは、HD 革命 /
Copie のメイン画面の起動や、各種ツールを
起動することができます。
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HD 革命 /Copie のアンインストール

Point
　HD 革命 /Copie では、設定ファイルを以下フ
ォルダーに保存しています。
　このフォルダーは隠しフォルダーとなってい
ますので、ファイルを参照する場合は Windows
の「PC」画面で「表示」メニューを開き、「隠し
ファイル」にチェックを入れてください。

C:¥ProgramData¥ARK In fo rmat ion 
Systems Inc¥Copie

　アンインストールは、以下の手順で行います。

　Windows 10 では、「スタート」ボタン→
「設定」→「アプリ」と選択します。Windows 
11 では、「スタート」ボタン→「設定」→「ア
プリ」→「インストールされているアプリ」と
選択します。

● Windows 10 の場合
　Windows 10 では、アプリ一覧の中から「HD
革命 /BackUp Next」を表示して選択します。
下にスライドしてボタンが表示されますので、

「アンインストール」ボタンをクリックします。

● Windows 11 の場合
　Windows 11 では、アプリ一覧の中から「HD
革命 /BackUp Next」を表示し、右側にある

「…」をクリックします。メニューが開きます
ので、「アンインストール」をクリックします。

　アンインストール時にタスクとログを削除す
るかどうかを選択できます（ログとタスクを残
しておくことで、再度インストールしたときに
その設定でコピーの実行が可能）。
　選択後「次へ」ボタンをクリックし、開いた
画面で「完了」ボタンをクリックしてコンピュ
ーターを再起動します。

アプリの選択

革命製品の選択
タスクとログの削除

1

2
4

　確認ダイアログが表示されますので、「アン
インストール」ボタンをクリックします。

アンインストールの確認3

❸クリック

❷クリック

❶クリック

❶クリック

❷クリック

❹クリック

❺クリック
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トダウンや再起動すると、データが失われる
危険性がありますのでご注意ください。

・実行するタイミングで「ミラーリング」が選
択されている場合は、コピー対象としてフォ
ルダー１つのみ選択可能です。ただし、ネッ
トワークドライブのフォルダーは選択できま
せん。また、コピー対象としてファイルを含
めることはできません。

　コピー先をネットワークドライブとする場合、
環境により SMB 1.0 の設定を有効にする必要
があります。
　「コントロールパネル」→「プログラム」→

「Windows の機能の有効化または無効化」と
選択し、「SMB 1.0/CIFS ファイル共有のサポ
ート」にチェックを入れて有効化してください。

　また、ネットワークドライブの設定によって
は、アクセスするためのユーザー名とパスワー
ドの入力が必要なときがあります。「タスクの
設定」画面で「ネットワーク資格情報」にユー
ザー名とパスワードが入力されている場合は、

　コピーを行う環境については、以下の注意事
項・制限事項があります。
・コピーするフォルダー、ファイルが保存され

ているディスクにエラーや不良セクターが存
在する場合、正常にコピーができないことが
あります。Windows の「チェックディスク」
やディスクの診断ツールなどでエラーチェッ
クを行い、正常な状態で使用してください。

・仮想ディスクドライブでの使用については動
作保証外となります。

　コピーを行うにあたっては、以下の注意事項・
制限事項があります。
・コピー対象として、ドライブのルートディレ

クトリは指定できません。
・使用中のファイルは、正しくコピーできない

場合があります。
・セキュリティ権限によりアクセスできないフ

ォルダー、ファイルはコピーできません。
・Windows の制限により、中身が空のフォル

ダーは .zip へ圧縮できません。
・コピー先フォルダーに、CD/DVD/BD など

の書き込みドライブを選択することはできま
せん。

・コピー対象となるフォルダー、ファイルのサ
イズや数などにより、コピーに時間がかか
る場合があります。ノート PC、タブレット
PC などでご使用の場合は、バッテリ切れ防
止のために AC アダプターを接続してのご
利用をおすすめします。

・コピー中にコンピューターの電源ボタンまた
はリセットボタンを押して、強制的にシャッ

注意事項・制限事項

コピーを行う環境に関する
注意事項・制限事項

コピー実行時の注意事項・制限事項

コピー先をネットワークにする場合の
注意事項
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その設定でアクセスを行います。
　ユーザー名とパスワードが入力されていない
場合は、コピーの実行時にユーザー名とパスワ
ードを入力する画面が表示されますので、必要
な情報を入力してください。

　また、コピー先をネットワークドライブとす
る場合は、「ネットワークドライブの割り当て」
を行ったドライブ（例：Z: ￥Copie）を指定
するとエラーとなることがあります。
　このような場合は、IP アドレスを指定（例：
¥¥192.168.1.100¥Copie）してみてください。

押すなどしてシャットダウンは行わないように
してください。
　Windows のバージョンによっては、コピー
中は青い画面でコピー中であることが表示され
ます。この場合でも「強制的にシャットダウン」
ボタンを押すことや、電源ボタンを押すなどし
てシャットダウンを行うことはしないようにし
てください。

　コピー時にエラーとなったフォルダー、ファ
イルがある場合や、途中でキャンセルをした場
合は、完了メッセージにエラーまたはキャンセ
ルしたコピー対象の数が表示されます。
　エラーの内容は、ログファイル（C:¥Program
Data¥ARK Information Systems Inc¥
Copie）で確認できます。

　コピーの実行タイミングで「シャットダウン
時に実行」が選択されていると、Windows の
シャットダウンを実行しようとしたタイミング
でコピーが開始されます。
　コピー中はロック画面となり、次のメッセー
ジが表示されます。ただし、コピーするファイ
ル数が少ない場合、このメッセージは表示され
ないことがあります。ロック画面の表示中もコ
ピー処理は行われていますので、電源ボタンを

コピー中のエラーとキャンセル

シャットダウン時にコピーを実行
する場合の注意事項
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HD 革命 /Copie を使用する

　この章では、HD革命/Copieを使用してフ
ァイル・フォルダーのコピー（バックアップ）、
ミラーリングを行う方法について説明していま
す。



Copie  2 - 2

　HD革命/Copieのメイン画面が表示されま
す。

メイン画面の起動

HD 革命 /Copie のメイン画面を起動
　HD革命/Copieは、ファイル・フォルダーのコピー（バックアップ）、ミラーリングを行うソフ
トウェアになります。また、オプションでスケジュールや保存方法を変更することで、柔軟な設定
が可能です。

2
　Arkランチャーで「データのコピー」→「HD
革命/Copie」を選択します。

「HD革命/Copie」を選択1

❷クリック❶クリック

メイン画面の操作

HD革命/Copieでは、最初にコピーを行
うための設定（タスク）を追加します。追加した「タ
スク」は、メイン画面に一覧で表示されます。一度
追加したタスクの「編集」および「削除」を行う場
合は、一覧の中でタスクを1つ選択して「編集」ま
たは「削除」を行います。
　なお、タスクが実行中の場合、「実行」ボタンは「停
止」ボタンに変わり、タスクの「追加」、「編集」、「削
除」のいずれも操作できなくなりますので、「停止」
ボタンをクリックしてから操作を行ってください。
　「タスク」メニューの操作は、マウスを右クリッ
クすることで同じ操作を行うことができます。
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タスクの追加（バックアップ）
　ここでは、HD革命/Copieを利用してファイルのコピー（バックアップ）を行うタスクを作成
する手順を説明します。

　メイン画面の「タスク」メニューから「追加」
を選択します。

　「ファイル・フォルダーの選択」画面の中で、
コピー（バックアップ）するファイル・フォル
ダーにチェックを入れて「OK」ボタンをクリ
ックします。

　コピー（バックアップ）対象に選択したファ
イル・フォルダーが表示されます。
　追加、削除を行いたい場合は、再度「追加」
ボタンをクリックして編集を行ってください。
　リストから削除するだけであれば、リスト内
で削除したいフォルダーを選択（青く反転）し
て「削除」ボタンをクリックします。

　「コピー対象」タブでは、コピー（バックア
ップ）対象のファイル・フォルダーを選択します。
　ここでは、ファイル・フォルダーをツリーか
ら指定して追加する手順を説明しますので、「追
加」ボタンをクリックします。
　タスク名には、設定した内容がわかりやすい
名前をつけることをおすすめします。

タスクの追加 ファイル・フォルダーの追加

タスク名の変更とコピー対象の追加

1 3

2

　ドライブを丸ごと選択することはできません。
そのため、ドライブのルート（直下）のチェッ
クボックスにチェックを入れると、注意メッセ
ージが表示されます。

❶クリック

❷タスク名を変更

❸クリック

「ファイル検索」につい
てはCopie 2-12ページ
を参照。

❹クリック ❺クリック
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　「今すぐ実行」するのではなく、任意のタイ
ミングでコピー（バックアップ）を行いたい場
合は、画面左側の「実行するタイミング」タブ
をクリックします。ここでは、間隔や時刻指定
のほかにOSの起動時、シャットダウン時に実
行するように設定することもできます。
　「OK」ボタンをクリックするとタスクが作
成されます。
　「コピーの動作設定」タブと「その他の設定」
タブのオプションについては、必要に応じて設
定してください（オプションの詳細については
Copie 2-14ページ参照）。

実行するタイミングの設定5

コピー先の選択

　コピー先は「フォルダー」が指定されていま
すので、右側にあるフォルダーアイコンをクリ
ックします。

　「フォルダーの参照」画面で、コピー（バ
ックアップ）先とするフォルダーを選択して

「OK」ボタンをクリックします。

　コピー（バックアップ）先のフォルダーが指
定されます。

4

Point
　「ミラーリング」は、コピー（バックアップ）
とは異なりコピー対象に変更があった際、即時に
コピーが行われます。ミラーリングについての設
定手順は、Copie 2-6 ページを参照してください。

リスト内で選択したファイ
ル・フォルダーを削除するこ
とができます。

❻クリック

❽クリック

❼フォルダーを選択

❾クリック

�実行するタイミングを設定

�クリック
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　メイン画面に設定したタスクが追加されます
ので、「実行」ボタンをクリックします。

　コピー（バックアップ）中は次の画面が表示
されます。

　コピー（バックアップ）が完了するとメッセ
ージが表示されますので、「OK」をクリック
します。

　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。
　実行するタイミングを「今すぐ実行」にして
いる場合は、「はい」をクリックすると、設定
した内容ですぐにコピー（バックアップ）が開
始されます。

タスクの実行6

Point
　実行するタイミングが「今すぐ実行」以外に設
定されている場合は、「実行」ボタンをクリック
すると画面が閉じ、指定したタイミングになると
コピー（バックアップ）が行われます。
　このとき、完了のメッセージは表示されません。

�クリック

�クリック

�クリック
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タスクの追加（ミラーリング）
　ここでは、HD革命/Copieを利用してファイルのミラーリングを行うタスクを作成する手順を
説明します。

　メイン画面の「タスク」メニューから「追加」
を選択します。

　「ファイル・フォルダーの選択」画面の中で、
ミラーリングするフォルダーを１つだけ選んで
チェックを入れ、「OK」ボタンをクリックし
ます。

　ミラーリング対象として選択したフォルダー
が表示されます。
　変更したい場合は、再度「追加」ボタンをク
リックして編集を行ってください。
　リストから削除するだけであれば、リスト内
でフォルダーを選択（青く反転）して「削除」
ボタンをクリックします。

　「コピー対象」タブでは、コピー（ミラーリ
ング）対象のフォルダーを選択します。
　ここでは、フォルダーをツリーから指定して
追加する手順を説明しますので、「追加」ボタ
ンをクリックします。
　タスク名には、設定した内容がわかりやすい
名前をつけることをおすすめします。

タスクの追加 フォルダーの追加

タスク名の変更とコピー対象の追加

1 3

2

　「ミラーリング」を行う場合、複数のフォル
ダーを対象にはできません。
　ここで、複数のフォルダーを選択した場合は

「タスク設定」画面で「OK」ボタンが無効と
なり、クリックできなくなります。
　また、ネットワークドライブのフォルダーは
選択できません。

❶クリック

❷タスク名を変更

❸クリック

❹クリック ❺クリック



Copie  2 - 7

　「実行するタイミング」タブでは、「ミラーリ
ング」を選択します。ここでは、ミラーリング
の場合でも起動時、シャットダウン時に実行す
るように設定することもできます。
　「OK」ボタンをクリックするとタスクが作
成されます。
　「コピーの動作設定」タブと「その他の設定」
タブのオプションについては、必要に応じて設
定してください（オプションの詳細については
Copie 2-14ページ参照）。

実行するタイミングの設定5

コピー先の選択

　コピー先は「フォルダー」が指定されていま
すので、右側にあるフォルダーアイコンをクリ
ックします。

　「フォルダーの参照」画面で、ミラーリング
先とするフォルダーを選択して「OK」ボタン
をクリックします。

　ミラーリング先のフォルダーが指定されます。

4

リスト内で選択したファイ
ル・フォルダーを削除するこ
とができます。

❻クリック

❽クリック

❼フォルダーを選択

❾クリック

�実行するタイミングを設定

�ミラーリングを選択

�クリック
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Point
　ミラーリングの場合は、「実行」ボタンをクリ
ックすると画面が閉じ、すぐにミラーリングが開
始されます。

　メイン画面に設定したタスクが追加されます
ので、「実行」ボタンをクリックします。

タスクの実行6

�クリック

ミラーリング設定時のオプションについて

実行するタイミングで「ミラーリング」が選択されている場合は、「コピーの動作設定」タブ内
のオプションが自動的に設定され変更できなくなります。
・サイレントで実行：ON
・同じファイル名のものは常に上書きする：ON
・開始時にコピー先の空き容量をチェックする：OFF
・コピー元のルートからのフォルダー構成を再現する：OFF
・日付フォルダー作成：OFF
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タスクの追加（ZIP ファイルとして圧縮）
　HD革命/Copieは、ファイルを指定したフォルダーにコピーするだけではなく、ZIPファイル
として圧縮することができます。この機能は、Windowsに搭載されているZIP形式の圧縮機能と
同じ機能となります。ここでは、ZIPファイルとして圧縮するタスクを作成する手順を説明します。

　コピー（バックアップ）と同様の手順（Copie 
2-3ページ参照）でタスクを追加し、対象のフ
ァイルを選択します。

　「名前を付けて保存」画面で、ZIPファイルの保存先を指定しファイル名を入力してから「保存」
ボタンをクリックします。

　ZIPファイルの保存先フォルダーが指定されます。

　コピー先として、「ZIPに圧縮」を選択し、
右側にあるフォルダーアイコンをクリックしま
す。

コピー対象の追加

保存先とファイル名を指定

「ZIPに圧縮」を選択1

3

2

❷クリック

❸クリック

❶クリックして対象を選択

❹保存先を指定

❻クリック

❺ファイル名を指定（入力）
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　確認メッセージが表示されますので、「はい」
をクリックします。
　実行するタイミングを「今すぐ実行」にして
いる場合は、「はい」をクリックすると、設定
した内容ですぐにZIPファイルへの圧縮が開始
されます。

　圧縮中は次の画面が表示されます。

　コピー（圧縮）が完了するとメッセージが表
示されますので、「OK」をクリックします。

Point
　実行するタイミングが「今すぐ実行」以外に設
定されている場合は、「実行」ボタンをクリック
すると画面が閉じ、指定したタイミングになると
コピー（圧縮）が行われます。
　このとき、完了のメッセージは表示されません。

　メイン画面に設定したタスクが追加されます
ので、「実行」ボタンをクリックします。

タスクの実行5

実行するタイミングの設定

　ZIP形式で圧縮する場合も、「実行するタイ
ミング」を設定することができます。
　操作方法はコピー（バックアップ）と同様
の操作になりますので、タイミングを設定後

「OK」ボタンをクリックします。

4

❼クリック

❽実行するタイミングを設定

❾クリック

�クリック

�クリック

�クリック
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タスクの停止と複数タスクの実行

HD革命/Copieのメイン画面では、タスクが実行中の場合に「実行」ボタンが「停止」ボタンに、
「終了」ボタンが「閉じる」ボタンに変わります。
　タスクは個別に実行、停止を行うことができないため、「停止」ボタンをクリックすると、すべてのタ
スクが停止状態となります。

　複数のタスクが追加されている状態で「実行」ボタンをクリックすると、タスクの設定内容に応じて連
続して処理が開始されます。このとき、次のようなメッセージが連続で表示されることがありますので、
表示されているタスク名を確認しコピーを実行するかを選択してください。
　なお、連続してタスクを実行するとコピー中はWindowsの動作がやや重くなります。
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ファイルを検索して追加
　「タスクの設定」画面で、「ファイル検索」ボタンをクリックすると、条件に合致したファイルを
検索しコピー対象として追加することができます。
　ただし、ファイル、フォルダーに関する知識が必要なため、やや高度な使い方となります。

　「ファイル検索」ボタンをクリックします。

　画面左側のフォルダーツリーの中で、検索す
る場所を指定します。
　次に、「検索オプション」で、検索するファ
イルの絞り込みを行います。

「ファイル検索」をクリック

検索場所の指定と検索オプション

1

2

検索オプションの設定

「拡張子」による絞り込み

　ファイルの拡張子を入力します。入力形式
は、「.txt」のように「ピリオド+拡張子名」
で指定します。複数の拡張子を指定する場合は、

「.txt.docx.xlsx」のように「ピリオド+拡張
子名」をつなげて記述します。

「更新日」による絞り込み

　ファイルの「更新日」を指定します。西暦、月、
日に直接数字を入力するか、カレンダーを表示
して日付を指定することもできます。
全て：更新日による絞り込みは行わず、全ての

ファイルが対象となります。
範囲：選択した更新日の範囲内にあるファイル

が対象となります。
以降：選択した更新日以降のファイルが対象と

なります。
以前：選択した更新日以前のファイルが対象と

なります。

「サイズ」による絞り込み

　ファイルサイズによる絞り込みを行います。
ファイルサイズはキロバイト（KB）で入力し
ます（参考：1MB ＝1024KB）。
全て：サイズによる絞り込みは行わず、全ての

ファイルが対象となります。
等しい：指定したサイズと一致するファイルが

対象となります。
以上：指定したサイズ以上のファイルが対象と

なります。
以下：指定したサイズ以下のファイルが対象と

なります。

❶クリック

❷クリック

❹クリック

❸検索オプションを設定
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　画面右側に検索されたファイルが表示されま
す。
　追加するファイルにチェックを入れて「対象
に追加」ボタンをクリックします。

　「タスクの設定」画面にコピー対象として追
加されます。

検索されたファイルの選択と追加3

❺追加するファイルをクリック

❻クリック
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オプションの詳細
　ここでは、「タスクの設定」の各タブのオプションについて説明します。

●タスク名
　設定するタスクの名称を入力します。

●コピー元
　コピー対象として追加したファイル、フォル
ダーの一覧が表示されます。追加されたリスト
を選択して削除することができます。「ファイ
ル検索」ボタンをクリックすると、検索条件を
指定してファイル、フォルダーを追加すること
ができます。

●コピー先
　コピー対象の保存先を指定します。「ZIPフ
ァイルに圧縮」を選択すると、コピー先のフォ
ルダー内にZIP形式で圧縮されたファイルが作
成されます。

「コピー対象」タブ
●ネットワーク資格情報
　コピー先がネットワークドライブ（LANデ
ィスクやNASなど）の場合に、そのネットワ
ークドライブへアクセスするためのユーザー名
とパスワードを設定します。ユーザー名とパス
ワードが入力されていても、チェックボックス
にチェックが入っていない場合は有効になりま
せん。ユーザー名とパスワードが入力されてい
ない場合は、コピーの実行時に以下の画面が表
示されることがあります。
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●実行するタイミング
　コピーを開始するタイミングを選択します。

今すぐ実行：
　メイン画面で「実行」をクリックすると、
すぐにコピー処理を行います。

間隔：
　指定された時間間隔(分)ごとにコピー処
理を行います。１分、5分、10分、15分、
30分、60分、120分の中から選択します。

時刻指定：
　指定された時刻になると、コピー処理を行
います。00：00 ～ 23：59 の間で指定します。

ミラーリング：
　コピー対象に変更がかかったときに、コピ
ー処理を行います。

「実行するタイミング」タブ
OS起動時に実行：
　ユーザーがログオンしたときに、コピー処
理を行います。

シャットダウン時に実行：
　Windowsがシャットダウンを行おうとし
ているときに、コピー処理を行います。

指定プロセス終了時：
　登録されたプロセス(.exe)が終了したと
き（アプリケーションが閉じられた時）に、
コピー処理を行います。「検知するプロセス」
ボタンをクリックすると設定画面が表示され
ますので、「追加」ボタンをクリックして実
行ファイル（.exe）を追加します。
　なお、このオプションを選択すると、登録
されたファイルの監視を行いますので、あま
りに多くのプロセスを追加するとWindows
に負荷がかかるようになります。

Point
　プロセス一覧には、あらかじめMicrosoft Office
と Adobe の一部製品のファイルが登録されてい
ます。このソフトウェアで作成されるファイルは
特殊な処理が行われるため、「ミラーリング」を
行っていると同期がとれずに元と先のファイルに
差異が出てしまうことがあります。
　このような場合に、このオプションを選択して
ください。
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●コピーの動作

サイレントで実行(確認メッセージ、エラー
メッセージを表示しない)：
　コピー開始時、終了時の確認メッセージや
エラーが発生したときのメッセージなどを表
示しないようにします。

同じファイル名のものは常に上書きする：
　コピー先に同じファイル名のものが存在し
たときに、常に上書きするようにします。こ
のオプションがオフの場合、コピー先に同じ
ファイル名のものが存在すると、以下のよう
なメッセージが表示され、どのように処理す
るのか選択する必要があります。
　なお、このメッセージは、上書きするファ
イルの数だけ表示されます。

「コピーの動作設定」タブ

開始時にコピー先の空き容量をチェックする：
　コピー開始時に、コピーに必要な容量を計
算します。コピー先にその分の空き領域がな
い場合は、エラー扱いとなりコピーを実行し
ません。

コピー元のルートからのフォルダー構成を再
現する：
　コピー先として指定したフォルダーに、コ
ピー対象のルートからのフォルダー構成を構
築します。

〈作成例〉
・コピー元フォルダー：C:¥aaa¥bbb¥ccc
・コピー先フォルダー：D:¥12345
のときにコピーを実行すると、コピー先のフ
ォルダーは以下のようになります。
・オプションONのとき：D:¥12345\aaa\ 
　　bbb\ccc
・オプションOFFのとき：D:¥12345\ccc

日付フォルダー作成：
　コピー先に、コピーを実行したときの日時
が入ったフォルダー名を作成し、そのフォル
ダーへコピーします。

〈作成例〉
・20201001_170030

●コピー完了後の動作

コマンド実行：
　コピー処理が完了後、指定されたコマンド
を実行します。

Point
　「コピーの動作設定」タブのオプションは、タ
スクの内容によって無効となる場合や、自動的に
チェックが入り変更できないことがあります。
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●その他の設定

ログを出力：
アプリケーションの動作、コピー処理に関す
るログを出力します。
ログファイルの標準の出力先は、以下のフォ
ルダーとなります。
C:¥ProgramData¥ARK Information 
Systems Inc¥Copie¥Log

コピーしたパスを出力：
コピー処理を行ったときに、コピーに成功し
たパスの一覧を指定したファイルに出力しま
す。

「その他の設定」タブ
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便利ツール

ここでは、HD 革命 /Copie を、より有効に利
用していただくための便利ツールについて説明
しています。
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Point

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「ドラ
イブ情報の取得」を選択します。

ドライブ情報の取得
　コンピューターに接続してあるディスクの情報を取得し、表示することができます。

❶クリック

❷クリック

「ドライブ情報の取得」を選択 ドライブ情報の取得1 2

❸情報を表示させたいディスクを選択

❹ドライブ情報をテキストファイル
として書き出すときにクリック

　「ツール」メニューを開き、Windows の起動
に関わる情報（GUID、MBR）を操作すること
ができますが、Windows の状態に問題がないと
きは使用しないでください。
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Point

　Ark ランチャーで「便利ツール」→「コン
ピューター情報の取得」を選択します。

コンピューター情報の取得
　コンピューターに関する情報を取得し、表示することができます。
　この機能は、Windows PE 起動用ディスクで起動した Ark ランチャーには表示されません。

❸各タブをクリックして各情報を表示

「コンピューター情報の取得」を選択 コンピューター情報の取得1 2

　「スタートメニュー」タブでチェックしたメ
ニューを Windows のデスクトップに作成するこ
とができます。「ツール」タブで「ディスクの管理」

「タスクスケジューラ」ほかの Windows の機能
を呼び出すことができます。

❶クリック

❷クリック



Copie  3 - 4

「コンピューターの情報」タブ

「アプリケーション」タブ

「サービス／ドライバ」タブ

「スタートメニュー」タブ

「ツール」タブ

「革命シリーズ」タブ
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●革命シリーズ製品を初めて登録する場合
　革命シリーズ製品を初めてユーザー登録する
場合は、「更新確認ツール」で入力したメール
アドレスがそのまま新規のユーザー ID として
登録されますので、お間違いのないようご確認
の上、入力してください。なお、「更新確認ツー
ル」によるユーザー登録は「仮登録」の状態と
なり、メールアドレス、パスワード、シリアル
番号のみが登録されます。
　「仮登録」の状態は、アップデータのダウン
ロードは可能ですが、サポートへの問い合わせ
やオンラインショップでの優待販売などのサー
ビスをご利用いただけません。

●すでに革命シリーズ製品の登録を行っている
場合

　すでにユーザー登録されている場合は、登録
されているメールアドレスとパスワードを入力
することで製品の追加登録を行います。
　ユーザー登録されているメールアドレスと
異なるメールアドレスを入力した場合は、別
のユーザー ID として登録されます。この場合、
前述の「革命シリーズ製品を初めて登録する場
合」と同様となります。

アップデータの確認
　インターネットに接続できる環境にある場合、製品によっては起動時に「更新確認ツール」が起
動することがあります。この場合、製品の最新アップデータが公開されていますので、「更新確認ツー
ル」からアップデータのダウンロードとインストールを行うことができます。アップデータのダウ
ンロードを行うには、製品の登録が必要です。

　「更新確認ツール」で登録を行うと、入力し
たメールアドレス宛に「自動更新の手続き完了
のお知らせ」という件名でメールが送信されま
す。このメールが届いていない場合は、入力し
たメールアドレスが間違っている可能性があり
ます。
　「本登録」には、「更新確認ツール」で入力し
たメールアドレスとパスワードの入力が必要と
なりますので、メールアドレスの間違いにより

「本登録」が行えない場合は、シリアル番号を
ご用意いただき、ユーザーサポートまでご連絡
ください。

　アップデータのダウンロードや優待販売は、
登録したシリアル番号とメールアドレス、パス
ワードが一致しないとご利用いただくことがで
きません。問題がなければ、「更新確認ツール」
の画面ですでにユーザー登録しているメールア
ドレスとパスワードを入力し、同じユーザー
ID への製品追加登録という形にしてください。

　Web サイト（https://www.ark-kakumei.
jp/selectregist）にて残りの項目を入力して

「本登録」を行ってください。「本登録」を行う
場合は、「「革命シリーズ」のユーザー登録がお
済みの方」で「製品追加登録」をクリックし、「仮
登録」で入力したメールアドレス、パスワード
を入力してください。

製品の登録と「更新確認ツール」について

https://www.ark-kakumei.jp/selectregist
https://www.ark-kakumei.jp/selectregist
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　「更新確認ツール」でメールアドレスとパス
ワードを入力します。

　画面が変わりますので、「更新」をクリック
します。

　アップデートファイルが自動的にダウンロー
ドされ、アップデータのインストールが開始さ
れます。　

　登録が終了するとメッセージが表示されます
ので、「OK」をクリックします。

更新確認ツール

更新処理

ダウンロードとインストール

更新処理への移動

1

3

4

2 Point
　「更新確認ツール」は、Ark ランチャーの「サ
ポート情報」→「アップデータの確認」から起動
することができます。

　なお、アップデー
タが存在しない場合
は「更新確認データ
がありませんでした」
と表示され、「OK」
をクリックすると「更新確認ツール」が終了します。

「更新確認ツール」による登録と確認の流れ

❷入力後にクリック

❸クリック

❹クリック

❶メールアドレスと
   パスワードを入力
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参考資料 

ここには、HD 革命 /Copie をお使いいただく
上で、参考にしていただくための資料がまとめ
てあります。
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ネットワークドライブの割り当て
　以下に示す操作により、「ネットワークドライブの割り当て」を行うことができます。ここでは、
ネットワークハードディスクに作成した共有フォルダー「databackup」に対してネットワーク
の割り当てを行っています。

　コンピューター（PC）を開き、画面上部に
ある「ネットワーク ドライブの割り当て」をク
リックします。

　「完了」をクリックするとネットワークのド
ライブの割り当てが実行されます。

「ネットワークドライブの割り当て」を選択 ネットワークドライブの割り当て

共有フォルダーの指定

1 3

2

　「コンピューター」を開くと「ネットワーク
の場所」にドライブが表示されます。

　「参照」をクリックし、割り当てを行うフォ
ルダーを選択します。

❶クリック

❷クリック

❺クリック

❹クリック

❸共有フォルダーを選択

ネットワークドライブの共有フォルダー 「databackup」
に Zドライブが割り当てられています。

指定した共有フォルダー

使用するドライブ文字を指定できます。
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ディスクの初期化とパーティションの作成

ディスクの初期化

パーティションの作成

1

2

　初期化したいハードディスクを接続し、「ディ
スクの管理」を起動します。　

　初期化に続いて、「ディスクの管理」からパー
ティションを作成することができます。

❺ディスクを選択

❻「OK」をクリックすると、初期化が開始

❶「未割り当て」を右クリック

❷「新しいシンプルボリューム」をクリック

❶「スタート」ボタン
にマウスポインタを
移動し、マウスを右
クリック（左ではあ
りません）

❹表示されたメニューで「ディ
スクの初期化」をクリック

❸「初期化されていません」の表示部を右クリック

❷「ディスクの管理」
をクリック
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作成されたパーティション

❹ドライブ文字を選択

❺選択
❻通常は「NTFS」「既定値」のまま

にして、ボリュームラベルを入力

❼クリックするとパーティション作成開始

❽「完了」をクリックして
　パーティション作成終了

　「新しいシンプル ボリューム ウィザード」
が起動します。

❸必要に応じてサイズを指定

Point
サイズが 32GB 以上のときは「FAT32」は選
択できません。

「クイックフォーマットする」にチェックを入れ
ると、フォーマット時間を短縮できます。

　「フォーマット中」と表示されている間は、
パーティション操作はせずに、終了するまでお
待ちください。
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フォーマットが完了するまで USB メモリーを
取り外さないようにしてください。

　コンピュータ（マイ コンピュータ）で USB
メモリーのドライブを右クリックします。

　フォーマット開始前に確認メッセージが表示
されます。

　オプションを指定して「開始」をクリックし
ます。

　フォーマット中は進行状況が表示されます。

　「OK」をクリックして、フォーマットが完
了です。

　USB メモリーをフォーマットするには、以下の操作を行います。

フォーマット時間を短縮できます。

フ
ァ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
指
定
し
ま
す
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
ラ
ベ
ル
を
指
定
し
ま
す
。

❸クリック

USB メモリーのフォーマット

USB メモリーの選択 USB メモリーのフォーマット

オプションの選択

1 3

2

❺クリック

❷「フォーマット」をクリック

❶ USB メモリーのドライブを右クリック

❹フォーマットしてよいかを確認し、クリック
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　コンピュータ（マイ コンピュータ）で USB
メモリーのドライブを右クリックします。

　「回復ドライブの作成」を選択してアプリを
起動します。

● Windows 10 の場合
　タスクバーの検索ボックスに「回復ドライブ」
と入力し、　検索結果から「回復ドライブの作
成」またはアプリの「回復ドライブ」を選択し
ます。

● Windows 11 の場合
　「スタート」ボタンをクリックして検索ボッ
クスに「回復ドライブ」と入力し、検索結果か
ら「回復ドライブの作成」またはアプリの「回
復ドライブ」を選択します。

　「回復ドライブの作成」画面が起動しますの
で、「次へ」をクリックします。

　USB メモリーにコンピューターを初期状態に戻すための「回復ドライブ」を作成する手順を示
します。USB メモリーは、環境により異なりますが 8GB 〜 32GB の容量が必要です。

回復ドライブの作成

USB メモリーの接続

回復ドライブの作成

「回復ドライブの作成」を選択

1

3

2

❶「回復ドライブ」と入力

❷検索結果を選択

❸クリック　メーカー製のコンピューターでは、インスト
ールされているメーカー製アプリの中で作成す
るようになっていることがあります。

起動時にチェックが入っています。
このチェックは外さないでください。

❶「回復ドライブ」と入力

❷検索結果を選択
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　画面内に「回復パーティションを削除します」
と表示されている場合、クリックするとハード
ディスク内の「回復パーティション」が削除さ
れてしまいます。Windows 上でパソコンを初
期化することができなくなりますので、必要が
ない限り選択しないようにしてください。

　しばらくの間、「お待ちください」と表示さ
れます。コンピューターによっては時間がかか
ることがあります。

　USB メモリーを接続したドライブを選択し
て「次へ」をクリックします。USB メモリー
以外の USB デバイスは接続を外しておくこと
をおすすめします。

　作成が終了すると「回復ドライブの準備がで
きました」の画面に変わります。
　「完了」をクリックします。 

　USB メモリー内のデータが削除されますの
で、必要なデータが残っていないか確認してく
ださい。「作成」をクリックすると、実際に作
成が開始されます。

　作成中は進行状況が表示されます。

　ここで作成した「回復ドライブ」の USB メ
モリーは、作成したコンピューター専用となり、
他のコンピューターで使用することはできませ
ん。別のコンピューターで作成する場合は、も
う１つ USB メモリーを用意して同様の手順を
行ってください。
　「回復ドライブ」を使用したコンピューター
の初期化方法は、お使いのコンピューターのマ
ニュアルやメーカーの Web サイトにてご確認
ください。

❺クリック

❻クリック

❼クリック❹ USB メモリーのドライブを選択
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